
　終活の目的は自分の身に万が一のことがあった時の不安を減らし、今を安心して生きること。
いざという時のために夫婦で話し合っておくことは大切です。そこで長年「暮らしの法律ナビ」を　

ご執筆頂いている三田中央事務所の田嶋先生に『デジタル遺産』の終活についてお話を伺いました。
　

デ
ジ
タ
ル
遺
産
と
は
何
か
に
つ
い

て
明
確
に
法
律
の
規
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
般
的
に
故
人
の
デ
ジ
タ
ル
器

機
内
（
パ
ソ
コ
ン
、
U
S
B
等
）
に

記
録
さ
れ
た
デ
ー
タ
や
オ
ン
ラ
イ
ン

（
E
メ
ー
ル
、S
N
S
ア
カ
ウ
ン
ト
等
）

デ
ー
タ
及
び
各
ア
カ
ウ
ン
ト
に
蓄
積

さ
れ
た
デ
ー
タ
等
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
デ
ジ
タ
ル
遺
産
は
相
続
人
に
発

見
さ
れ
に
く
い
の
で
、
相
続
さ
せ
た

い
側（
デ
ー
タ
保
有
者
）が
、相
続
さ

せ
る
の
か
、破
棄
、処
分
、削
除
等
を

す
る
の
か
等
当
該
デ
ー
タ
を
生
前
に

仕
分
け
し
、
引
き
継
ぐ
デ
ー
タ
は
遺

言
書
を
利
用
し
相
続
さ
せ
る
方
が
ス

ム
ー
ズ
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
器
機
内
に

記
録
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
相
続
さ
せ
た

い
場
合
は
、
遺
言
書
に
そ
の
器
機
及

び
内
部
デ
ー
タ
も
含
む
事
を
明
確
に

記
載
し
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ

の
場
合
は
ア
カ
ウ
ン
ト
等
の
利
用
規

約
で
相
続
が
で
き
る
場
合
は
、
そ
れ

に
従
っ
た
情
報（
パ
ス
ワ
ー
ド
等
）を

遺
言
書
に
記
載
し
ま
す
。
特
に
財
産

価
値
の
あ
る
暗
号
資
産
（
仮
想
通
貨

等
）
は
相
続
税
の
対
象
財
産
で
す
か

ら
要
注
意
で
す
。
破
棄
、
処
分
、
削

除
等
デ
ー
タ
は
第
三
者
と
死
後
事
務

委
任
契
約
で
相
続
人
に
知
れ
る
こ
と

な
く
実
行
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
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